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「憲法は国家権力を縛る
もの」と語る上脇博之氏
＝８月25日、保険医会館

サマーセミナー2013サマーセミナー2013

講　演　概　要講　演　概　要
　協会が８月25日に保険医会
館で開いたサマーセミナー
で、上脇博之氏（神戸学院大
学教授）は「あなたは自民党
の新憲法草案を知っています
か」、 戸井逸美副理事長は

「歯科医療の行方～選挙後、
社会保障はどう変わるか」、
吉田裕志副理事長は「歯科技
工問題を考える」のテーマで
それぞれ講演した。概要を紹
介する。

　

安
倍
政
権
は
憲
法
解
釈
を

変
え
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
「
合
憲
」
と
す
る
た
め

に
議
論
を
始
め
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
政
府
は
自
衛
隊
の
役

割
を
「
専
守
防
衛
」
と
説
明

し
て
き
た
。
集
団
的
自
衛
権

を
行
使
す
れ
ば
、
武
力
攻
撃

を
受
け
て
い
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
相
手
国
へ
の
攻
撃
が

可
能
に
な
る
。
憲
法
の
枠
を

超
え
る
大
問
題
だ
。

　

改
憲
が
国
会
で
活
発
に
な

っ
て
い
る
背
景
に
は
、
選
挙

　

日
本
の
歯
科
医
療
は
、
患

者
数
の
頭
打
ち
が
長
年
続
い

て
い
る
。
診
療
所
の
収
支
差

額
は
低
下
傾
向
を
続
け
、
医

き
た
結
果
、
歯
科
受
診
を
控

え
る
患
者
が
増
え
た
。
ま

た
、
25
年
間
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
診
療
報
酬
が
53
項

目
も
あ
り
、
歯
科
へ
の
低
評

価
が
経
営
に
響
い
て
い
る
。

　

「
構
造
改
革
」
路
線
を
引

き
継
ぐ
安
倍
政
権
の
経
済
政

策
〝
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
〞
の
中

身
は
、
バ
ブ
ル
を
あ
お
る

「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」
や

ム
ダ
な
公
共
事
業
で
借
金
を

増
や
す
「
機
動
的
な
財
政
出

動
」、
規
制
緩
和
で
労
働
者

が
使
い
捨
て
ら
れ
る
「
成
長

戦
略
」
だ
。
国
民
の
所
得
を

良
く
し
、
経
済
を
改
善
す
る

政
策
で
は
な
い
。
成
長
戦
略

　

協
会
が
大
阪
歯
科
技
工
士

連
絡
会
と
実
施
し
た
技
工
所

ア
ン
ケ
ー
ト
（
中
間
集
計
）

で
は
、
一
人
ラ
ボ
の
一
週
間

の
平
均
労
働
時
間
は
74
時
間

で
、
可
処
分
所
得
は
３
５
７

万
円
だ
っ
た
。
厳
し
い
実
態

が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

厚
労
省
は
昨
年
12
月
に
歯

科
技
工
士
法
施
行
規
則
を
改

正
し
、
零
細
ラ
ボ
に
厳
し
い

変
更
を
盛
り
込
ん
だ
。
構
造

設
備
基
準
を
強
化
し
、
①
居

で
は
、
医
療
や
介
護
な
ど
社

会
保
障
分
野
を
市
場
化
す
る

こ
と
も
狙
わ
れ
て
い
る
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民

会
議
の
最
終
報
告
は
医
療
・

介
護
を
中
心
に
負
担
増
と
給

付
削
減
を
鮮
明
に
し
て
い

る
。
日
本
の
社
会
保
障
制
度

は
「
自
助
」
が
本
質
で
あ
る

と
宣
言
し
、
社
会
保
障
の
理

制
度
の
カ
ラ
ク
リ
が
あ
る
。

自
衛
隊
を
国
防
軍
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
国
民
は
26
％

し
か
賛
成
し
て
い
な
い
が
、

国
会
議
員
は
９
割
が
賛
成
し

て
い
る
。
民
意
と
の
〝
ね
じ

れ
〞
は
明
ら
か
だ
。

　

原
因
は
大
政
党
に
有
利
な

小
選
挙
区
制
度
に
あ
る
。
昨

米
国
・
財
界
の
要
望

　

自
民
党
の
新
憲
法
草
案
で

は
、
改
憲
の
発
議
要
件
を
総

議
員
の
「
３
分
の
２
」
か
ら

「
過
半
数
」
の
賛
成
に
緩
和

す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い

る
。
政
権
交
代
す
る
た
び
に

改
憲
が
可
能
と
な
る
が
、
国

住
場
所
と
技
工
場
所
の
区
別

②
10
平
方
㍍
以
上
の
面
積
③

塵
埃
に
よ
る
汚
染
防
止
設
備

―
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

補
綴
物
の
品
質
管
理
の
徹
底

と
し
て
、
工
程
管
理
や
点
検

・
検
査
な
ど
の
文
書
で
の
保

管
を
義
務
付
け
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
４
割

を
超
え
る
技
工
士
に
施
行
規

則
の
改
正
が
伝
わ
っ
て
お
ら

ず
、
３
〜
４
割
が
「
対
応
困

難
」
と
回
答
し
た
。
こ
の
ま

ま
で
は
技
工
所
を
廃
業
に
追

い
込
み
か
ね
な
い
。
若
い
技

工
士
が
独
立
で
き
な
い
状
況

も
生
ま
れ
て
い
る
。

　

技
工
物
の
実
際
の
価
格
と

年
末
の
衆
院
選
で
は
、
自
民

党
が
４
割
の
得
票
で
８
割
の

議
席
を
獲
得
し
た
。
す
べ
て

の
議
席
が
民
意
を
反
映
し
や

す
い
比
例
区
な
ら
ば
、
自
民

党
は
２
９
４
議
席
か
ら
１
３

３
議
席
に
転
落
す
る
。
選
挙

制
度
で
改
憲
勢
力
が
得
を
し

て
い
る
の
が
現
状
だ
。

と
が
可
能
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
国
民
は
９
条
の

改
憲
を
望
ん
で
い
な
い
。
２

０
０
０
年
の
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ

元
米
国
務
長
官
の
「
対
日
レ

ポ
ー
ト
」
で
は
、「
日
本
が

集
団
的
自
衛
権
を
禁
止
し
て

い
る
こ
と
が
、
同
盟
関
係
の

足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
」
と

の
最
高
法
規
を
簡
単
に
変
え

て
も
良
い
の
か
。

　

９
条
で
は
「
国
防
軍
」
の

明
記
と
共
に
、
戦
争
放
棄
は

「
自
衛
権
の
発
動
を
妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い

る
。
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

が
含
ま
れ
た
内
容
で
あ
り
、

米
国
の
戦
争
に
参
加
す
る
こ

自
衛
権
の
行
使
を
迫
っ
て
い

る
。
戦
争
復
興
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
見
据
え
、
日
本
経
団
連
も

改
憲
を
求
め
て
い
る
。
政
府

は
、
米
国
と
財
界
の
求
め
に

応
じ
て
改
憲
を
目
指
し
て
い

る
の
が
実
態
だ
。

基
本
的
人
権
を
制
約

　

新
憲
法
草
案
で
は
、
現
行

憲
法
の
前
文
に
あ
る
戦
争
へ

の
反
省
や
平
和
的
生
存
権
を

保
障
し
た
条
文
を
バ
ッ
サ
リ

削
除
し
て
い
る
。
国
防
軍
の

役
割
と
し
て
、
米
軍
や
多
国

籍
軍
へ
の
参
加
に
と
ど
ま
ら

ず
、
治
安
維
持
を
挙
げ
た
。

戦
前
と
同
じ
よ
う
に
反
政
府

の
運
動
を
軍
が
鎮
圧
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

　

基
本
的
人
権
に
対
し
て

は
、「
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
久
の
権
利
」
と
定
め
た

現
行
憲
法
97
条
を
全
文
削

除
。
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ

る
表
現
の
自
由
さ
え
も
制
約

す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

生
存
権
に
は
、「
家
族
は
互

い
に
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
文
言
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
家
族
間
の
助

け
合
い
を
原
則
に
す
る
こ
と

で
生
存
権
を
骨
抜
き
に
す
る

狙
い
が
あ
る
。

　

憲
法
は
権
力
者
の
暴
走
を

防
ぎ
、
国
家
権
力
を
縛
る
た

め
に
存
在
す
る
。
こ
れ
が
立

憲
主
義
だ
。
し
か
し
、
自
民

党
の
新
憲
法
草
案
は
、
国
民

に
守
ら
せ
る
憲
法
に
変
質
し

て
い
る
。
大
日
本
帝
国
憲
法

へ
の
逆
戻
り
で
あ
り
、
改
憲

は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
中
身

を
多
く
の
国
民
に
知
ら
せ
、

大
き
な
運
動
で
改
憲
を
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

希
望
価
格
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
４
割
程
度
値
引
き
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
値

引
き
を
強
要
す
る
歯
科
医
師

に
不
満
が
出
さ
れ
て
お
り
、

保
険
者
へ
の
直
接
請
求
を
求

め
る
声
も
あ
っ
た
。

　

後
継
者
が
「
い
な
い
」
と

の
回
答
は
83
・
６
％
に
達

し
、
技
工
士
学
校
の
入
学
者

が
減
少
す
る
な
ど
、
技
工
士

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

技
工
物
へ
の
正
当
な
評
価
は

喫
緊
の
課
題
だ
。
技
工
士
と

の
溝
を
埋
め
る
た
め
に
も
、

「
７
：
３
」
の
技
工
料
や
最

低
価
格
の
設
定
な
ど
、
技
工

問
題
を
歯
科
医
師
の
問
題
と

し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
歯
科
技
工

を
含
め
た
歯
科
医
療
の
改
善

に
向
け
、
会
員
と
共
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

自
民
改
憲
案 

戦
前
へ
回
帰

歯
科
技
工
改
善
は
喫
緊
課
題

安
倍「
改
革
」に
未
来
な
い

上
脇
博
之
神
戸
学
院
大
学
教
授吉

田
裕
志
副
理
事
長

戸
井
逸
美
副
理
事
長

歯科診療所の収支（損益）差額

175万円

（医療経済実態調査から）

1989年 2011年

99.5万円
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いる いない

後継者はいますか？
（歯科技工所アンケートから）

その他

いない
83.6％

業
収
入
に
占

め
る
自
費
診

療
の
割
合
も

縮
小
す
る
な

ど
、
医
院
経
営
も
悪
化
し
て

い
る
。

　

背
景
に
は
90
年
代
後
半
か

ら
の
政
府
の
新
自
由
主
義

「
構
造
改
革
」政
策
が
あ
る
。

労
働
法
制
の
改
悪
に
よ
る
賃

金
抑
制
と
窓
口
負
担
の
引
き

上
げ
な
ど
の
社
会
保
障
改
悪

で
国
民
生
活
が
破
壊
さ
れ
て

念
を
変
質
さ

せ
て
い
る
こ

と
は
重
大

だ
。
安
倍
政

権
の
新
自
由
主
義
路
線
に
歯

科
医
療
の
未
来
は
な
い
。

　

歯
科
医
療
の
改
善
へ
向

け
、
協
会
は
10
月
の
歯
科
集

会
を
結
節
点
に
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る

請
願
署
名
の
取
り
組
み
を
大

き
く
広
げ
て
い
く
。
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。


